
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料電池に水素を供給する水素ガス供給流路に前記燃料電池から排出された水素を合流
する水素ガス循環流路と、
　前記水素ガス循環流路から水素を排出するパージ弁と、
　前記パージ弁に接続され前記水素ガス循環流路からの水素パージ時に前記水素ガス循環
流路から排出される水素を流入させる水素入口と、前記燃料電池の発電時に常に空気を流
入させる空気入口と、前記水素入口から流入させた水素を前記空気入口から流入させた空
気で希釈した希釈ガスを流出させる希釈ガス出口とを有する希釈器と、
　を備えた燃料電池の水素パージ制御装置において、
　前記希釈ガスの水素濃度を検出する水素センサを設け、該水素センサ

前記水素ガス循環流路からの水素のパージ量を
することを特徴とする水素パー

ジ制御装置。
【請求項２】
　燃料電池に水素を供給する水素ガス供給流路に前記燃料電池から排出された水素を合流
する水素ガス循環流路と、
　前記水素ガス循環流路から水素を排出するパージ弁と、
　前記パージ弁に接続され前記水素ガス循環流路からの水素パージ時に前記水素ガス循環
流路から排出される水素を流入させる水素入口と、前記燃料電池の発電時に常に空気を流
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入させる空気入口と、前記水素入口から流入させた水素を前記空気入口から流入させた空
気で希釈した希釈ガスを流出させる希釈ガス出口とを有する希釈器と、
　を備えた燃料電池の水素パージ制御装置において、
　前記水素ガス循環流路からの水素パージ時に水素のパージ量に応じて前記希釈ガスの水
素濃度が上昇し、非水素パージ時に前記希釈ガスの水素濃度が減少するものとして前記希
釈ガスの水素濃度を予測する水素濃度予測手 備え、
　前記水素濃度予測手段により予測された水素濃度 前記水素ガス
循環流路からの水素のパージ量を

することを特徴とする水素パージ制御装置。
【請求項３】
　前記非水素パージ時には所定の時定数で前記希釈ガスの水素濃度が減少するものとする
ことを特徴とする請求項２に記載水素パージ制御装置。
【請求項４】
　 ことを特徴とする請求項１から請求
項３のいずれかに記載の水素パージ制御装置。
【請求項５】
　 こ
とを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載の水素パージ制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、燃料電池からパージされる水素のパージ制御装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
燃料電池自動車等に搭載される燃料電池には、固体高分子電解質膜の両側にアノードとカ
ソードとを備え、アノードに燃料ガス（例えば水素ガス）を供給し、カソードに酸化剤ガ
ス（例えば酸素あるいは空気）を供給して、これらガスの酸化還元反応にかかる化学エネ
ルギを直接電気エネルギとして抽出するようにしたものがある。
この燃料電池では、一般に、燃料の利用率を上げて燃費を向上させるために、消費されず
に燃料電池から排出される未反応の水素をリサイクルさせ新鮮な燃料ガスと混合して再度
燃料電池に供給している。
【０００３】
また、この燃料電池では固体高分子電解質膜の乾燥を防止して発電状態を良好に保つため
に、反応ガス（水素ガスと酸化剤ガスのいずれか一方あるいは両方）に水分を供給してい
る。さらに、この燃料電池では発電に伴って水が生成される。このため、燃料電池のアノ
ード側に水が溜まる場合があるが（フラッディング）、水が溜まると水素ガスの供給が阻
害され、発電が不安定になる場合がある。また、カソードに供給された空気中の窒素は微
量ながら固体高分子電解質膜をアノード側に透過して水素ガスに混入するので、水素ガス
のリサイクル利用により窒素の濃度が上昇すると発電が不安定になる場合がある。
【０００４】
したがって、燃料電池の発電を安定的に継続させるためには、アノードに溜まった水や、
水素ガスに混入した窒素を排出する必要がある。そこで、これらを排出するために水素ガ
ス循環流路からパージを行うが、このパージにより水素ガスも同時に排出されるので、そ
のまま大気に放出するのは好ましくない。
そこで、パージされた水素をカソードから排出される空気と混合することで水素濃度を低
減してから大気に排出することが考えられている。この水素濃度を低減する装置がパージ
水素希釈器である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記パージ水素希釈器は設置スペース等の関係から設計上の限界がある。
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特に、燃料電池自動車に搭載される燃料電池システムにおいては搭載スペースの制約が大
きい。そのため、燃料電池の運転状態によっては、パージ水素が十分に希釈されない虞が
ある。
そこで、この発明は、パージ水素希釈器から排出される流体の水素濃度を確実に所定の濃
度以下にすることができる水素パージ制御装置を提供するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載した発明は、燃料電池（例えば、後述する
実施の形態における燃料電池１）に水素を供給する水素ガス供給流路（例えば、後述する
実施の形態における水素ガス供給流路３３）に前記燃料電池から排出された水素を合流す
る水素ガス循環流路（例えば、後述する実施の形態における水素ガス循環流路３４）と、
　前記水素ガス循環流路から水素を排出するパージ弁（例えば、後述する実施の形態にお
けるパージ弁６）と、前記パージ弁に接続され前記水素ガス循環流路からの水素パージ時
に前記水素ガス循環流路から排出される水素を流入させる水素入口（例えば、後述する実
施例における入口１１ａ）と、前記燃料電池の発電時に常に空気を流入させる空気入口（
例えば、後述する実施例における入口１２ａ）と、前記水素入口から流入させた水素を前
記空気入口から流入させた空気で希釈した希釈ガスを流出させる希釈ガス出口（例えば、
後述する実施例における出口１２ｂ）とを有する希釈器（例えば、後述する実施例におけ
るパージ水素希釈器１０）と、を備えた燃料電池の水素パージ制御装置において、前記希
釈ガスの水素濃度を検出する水素センサ（例えば、後述する実施の形態における水素セン
サ４５）を設け、該水素センサ 前記水
素ガス循環流路からの水素のパージ量を

することを特徴とする水素パージ制御装置である。
　このように構成することで、水素センサ 場合
に水素ガス循環流路からの水素のパージ量を とにより、希釈ガスの水素濃度を
低減させることができる。

【０００７】
　請求項２に記載した発明は、燃料電池（例えば、後述する実施の形態における燃料電池
１）に水素を供給する水素ガス供給流路（例えば、後述する実施の形態における水素ガス
供給流路３３）に前記燃料電池から排出された水素を合流する水素ガス循環流路（例えば
、後述する実施の形態における水素ガス循環流路３４）と、前記水素ガス循環流路から水
素を排出するパージ弁（例えば、後述する実施の形態におけるパージ弁６）と、前記パー
ジ弁に接続され前記水素ガス循環流路からの水素パージ時に前記水素ガス循環流路から排
出される水素を流入させる水素入口（例えば、後述する実施例における入口１１ａ）と、
前記燃料電池の発電時に常に空気を流入させる空気入口（例えば、後述する実施例におけ
る入口１２ａ）と、前記水素入口から流入させた水素を前記空気入口から流入させた空気
で希釈した希釈ガスを流出させる希釈ガス出口（例えば、後述する実施例における出口１
２ｂ）とを有する希釈器（例えば、後述する実施例におけるパージ水素希釈器１０）と、
を備えた燃料電池の水素パージ制御装置において、前記水素ガス循環流路からの水素パー
ジ時に水素のパージ量に応じて前記希釈ガスの水素濃度が上昇し、非水素パージ時に前記
希釈ガスの水素濃度が減少するものとして前記希釈ガスの水素濃度を予測する水素濃度予
測手段（例えば、後述する実施の形態におけるステップＳ２０１～Ｓ２０６ 備え、前
記水素濃度予測手段により予測された水素濃度 前記水素ガス循環
流路からの水素のパージ量を

することを特徴とする水素パージ制御装置である。
　このように構成することで、水素濃度予測手段で予測された水素濃度が 場
合に前記水素ガス循環流路からの水素のパージ量を とにより、希釈ガスの水素
濃度を低減させることができる。
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【０００８】
　請求項３に記載した発明は、請求項２に記載の発明において、 水素パージ時には
所定の時定数で前記希釈ガスの水素濃度が減少するもの ことを特徴とする。
　このように構成することにより、希釈ガスの水素濃度をより正確に予測することができ
る。
【０００９】
　請求項 に係る発明は、請求項１から請求項 のいずれかに記載の発明において、前記
空気は前記燃料電池から排出される空気であることを特徴とする。
　請求項 に係る発明は、請求項１から請求項 のいずれかに記載の発明において、前記
希釈ガスの水素濃度は、前記希釈ガス出口から排出されるガスの水素濃度であることを特
徴とする。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、この発明に係る水素パージ制御装置の実施の形態を図１から図１０の図面を参照し
て説明する。なお、以下に説明する実施の形態は、燃料電池自動車に搭載される燃料電池
の水素パージ制御装置の態様である。
図１は、水素パージ制御装置を備えた燃料電池システムの概略構成図である。
燃料電池１は、例えば固体ポリマーイオン交換膜等からなる固体高分子電解質膜をアノー
ドとカソードとで両側から挟み込んで形成されたセルを複数積層して構成されたスタック
からなり、アノードに燃料として水素ガスを供給し、カソードに酸化剤として酸素を含む
空気を供給すると、アノードで触媒反応により発生した水素イオンが、固体高分子電解質
膜を通過してカソードまで移動して、カソードで酸素と電気化学反応を起こして発電し、
水が生成される。カソード側で生じた生成水の一部は固体高分子電解質膜を介してアノー
ド側に逆拡散するため、アノード側にも生成水が存在する。
【００１１】
空気はコンプレッサ２により所定圧力に加圧され、空気供給流路３１を通って燃料電池１
のカソードに供給される。燃料電池１に供給された空気は発電に供された後、燃料電池１
からカソード側の生成水と共に空気排出流路３２に排出され、パージ水素希釈器１０に導
入される。以下、燃料電池１に供給される空気を供給空気、燃料電池１から排出される空
気を排出空気として区別する。
【００１２】
一方、水素タンク４から供給される水素ガスは、水素ガス供給流路３３を通って燃料電池
１のアノードに供給される。そして、消費されなかった未反応の水素ガスは、アノード側
の生成水と共にアノードから水素ガス循環流路３４に排出され、さらにエゼクタ５を介し
て水素ガス供給流路３３に合流せしめられる。つまり、燃料電池１から排出された水素ガ
スは、水素タンク４から供給される新鮮な水素ガスと合流して、再び燃料電池１のアノー
ドに供給される。なお、エゼクタ５の代わりに水素ポンプを用いることも可能である。
水素ガス循環流路３４からは、パージ弁６を備えた水素ガス排出流路３５が分岐しており
、水素ガス排出流路３５はパージ水素希釈器１０に接続されている。
【００１３】
パージ水素希釈器１０は、隔壁１３によって内部が滞留室（滞留領域）１１と希釈室（希
釈領域）１２に区画された容器であり、滞留室１１と希釈室１２は通流部１４によって連
通されている。通流部１４は、例えば小さな孔が多数設けられた金属板（いわゆる、パン
チングメタル）や、多孔質セラミックスなどで構成されている。
滞留室１１への入口１１ａには前述した水素ガス排出流路３５が接続されており、パージ
弁６が開かれると、燃料電池１から排出された水素ガスが、水素ガス循環流路３４および
水素ガス排出流路３５を通って滞留室１１に流入し、滞留する。
希釈室１２の入口１２ａには前述した空気排出流路３２が接続されており、燃料電池１か
ら排出された排出空気が、空気排出流路３２を通って希釈室１２に流入する。希釈室１２
内の流体は入口１２ａと反対の側に設けられた出口１２ｂから排気管３６を介して排出さ
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れる。したがって、燃料電池１から排出空気が排出されている時には、希釈室１２には常
に排出空気が通流している。
【００１４】
また、空気供給流路３１には空気供給流路３１を通流する供給空気の流量を検出する流量
センサ４２が設けられ、空気排出流路３２には空気排出流路３２を通流する排出空気の温
度を検出する温度センサ４３が設けられ、エゼクタ５よりも下流側の水素ガス供給流路３
３には水素ガス供給流路３３を通流する水素ガスの圧力（すなわち、供給水素圧力）を検
出する圧力センサ４１が設けられ、燃料電池１には燃料電池１を構成する各セルのセル電
圧を検出するセル電圧センサ４４が設けられており、これらセンサ４１～４４の出力信号
がＥＣＵ４０に入力される。
【００１５】
このように構成された燃料電池システムにおいて、この実施の形態では、燃料電池１の発
電状態が不調になった時に、アノード側の水分除去および窒素除去を目的として、パージ
弁６を所定時間だけ開いてパージを行う。
このパージ時に、パージ弁６が開かれている間に燃料電池１から排出された水素ガスが滞
留室１１に流入し、滞留室１１内全体に広がっていき、パージ弁６が閉じられると水素ガ
スの滞留室１１への流入が停止する。一方、パージ弁６の開閉にかかわらず希釈室１２に
は排出空気が通流しているので、滞留室１１に滞留している水素ガスは通流部１４を介し
て希釈室１２へと徐々に吸い込まれていき、希釈室１２において排出空気と混合され希釈
される。これにより、希釈室１２の出口１２ｂから排出されるガスの水素濃度を所定濃度
（例えば、４容量％）よりも低くすることができ、この水素濃度の低いガスを排気管３６
から排出することができる。
【００１６】
ところで、パージ水素希釈器１０の希釈性能には限界があるため、燃料電池１の運転状態
やパージの頻度によっては、希釈室１２の出口１２ｂにおける水素濃度を前記所定濃度よ
り低くすることができない場合が考えられる。そこで、この水素パージ制御装置では、希
釈室１２の出口１２ｂあるいはその下流における水素濃度が前記所定濃度以上となる場合
には、パージ弁６の開弁によるパージを制限して、希釈室１２の出口１２ｂにおける水素
濃度を前記所定濃度よりも低くなるように制御することとした。
特に、この実施の形態では、希釈室１２の出口１２ｂにおける水素濃度を燃料電池１の運
転状態から予測し、この予測水素濃度が前記所定濃度以上となる場合に、前述したパージ
制限の制御を実行することとした。
【００１７】
次に、この実施の形態における水素パージ制御について、図２のフローチャートに従って
説明する。
図２に示すフローチャートは、水素パージ制御ルーチンを示すものであり、この水素パー
ジ制御ルーチンは、ＥＣＵによって一定時間毎に実行される。
まず、ステップＳ１０１において、セル電圧センサ４４で検出された各セル電圧を読み込
み、燃料電池１の発電状態を検出する。
次に、ステップＳ１０２に進み、各セル電圧に基づいて燃料電池１の発電状態が不調か否
かを判定する。つまり、各セル電圧が所定の電圧値よりも低いときには発電不調であると
判定し、前記所定の電圧値以上であるときには発電良好と判定する。
【００１８】
ステップＳ１０２における判定結果が「ＮＯ」（発電良好）である場合は、パージ処理を
する必要がないので、本ルーチンの実行を一旦終了する。
ステップＳ１０２における判定結果が「ＹＥＳ」（発電不調）である場合は、ステップＳ
１０３に進み、希釈室１２の出口１２ｂにおける水素濃度が所定値以上か否かを判定する
。なお、この実施の形態では、希釈室１２の出口１２ｂにおける水素濃度は、燃料電池１
の運転状態に基づいて予測される予測水素濃度である。水素濃度の予測方法については後
で詳述する。
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【００１９】
ステップＳ１０３における判定結果が「ＮＯ」（出口水素濃度＜所定値）である場合は、
パージ制限をする必要がないので、ステップＳ１０４に進んで、通常のパージ処理を実行
し、本ルーチンの実行を一旦終了する。ここで、通常のパージ処理は、パージ弁６を予め
設定された時間だけ開弁することにより行われる。また、１回のパージ処理でパージ弁６
を開く回数は、１回に設定されていてもよいし、所定時間おきで複数回に設定されていて
もよい。
【００２０】
ステップＳ１０３における判定結果が「ＹＥＳ」（出口水素濃度≧所定値）である場合は
、パージ制限をする必要があるので、ステップＳ１０５に進んで、パージ制限処理を実行
する。ここで、パージ制限処理は、パージ弁６の開弁を禁止してもよいし、開弁保持時間
を短縮してもよいし、通常パージ処理でパージ弁６の開弁回数が複数回に設定されている
場合にはパージ弁６の開弁周期を延ばしてもよい。いずれにしても、パージ制限処理では
、燃料電池１から排出される水素のパージ量を減少するように制御する。
このようにパージ制限処理を実行することにより、排気管３６から排出されるガスの水素
濃度を確実に前記所定濃度よりも低くすることができる。
【００２１】
さらに、ステップＳ１０５からステップＳ１０６に進み、発電制限処理を実行し、パージ
制限処理を実行している間は燃料電池１の発電量を制限する。
燃料電池１の発電量を制限することで、燃料電池への反応ガス（水素および空気）の供給
量を減らすことができるので、これら反応ガスを加湿している場合にはその加湿量を減ら
すことができ、また、生成水の生成量も減らすことができ、また、窒素のアノード側への
透過量を減らすことができる。その結果、水素パージ量制限中に燃料電池１の発電性能が
低下するのを抑制することができる。
【００２２】
次に、希釈室１２の出口１２ｂにおける水素濃度の予測方法を図３から図９を参照して説
明する。
図３は水素パージの前後における出口１２ｂにおける水素濃度の時間的変化モデルである
。このモデルでは、水素排出指令（パージ指令）が出ている間、一定流量で水素がパージ
され、パージの前後において燃料電池１からは一定流量で排出空気が排出されるものとす
る。この場合、水素排出指令の開始から水素排出指令の終了までは、パージ弁６からのパ
ージによる滞留室１１内の水素量の増加に伴って出口１２ｂにおける水素濃度が上昇して
いき、水素排出指令が終了すると滞留室１１の水素量の増加が停止し、それ以降、出口１
２ｂにおける水素濃度は所定の時定数で低下していき、最終的に所定の固定値（以下、こ
れを水素濃度通常値と称す）に収束すると推定することができる。なお、前記時定数は、
パージ水素希釈器１０の容積や形状等および排出空気の流量によって決定される。この実
施の形態においては、このような考えに基づいて、希釈室１２の出口１２ｂにおける水素
濃度を予測する。
【００２３】
以下、水素濃度予測手順を具体的に説明する。
図４に示すフローチャートは、水素濃度予測処理ルーチンを示すものであり、この水素濃
度予測処理ルーチンは、ＥＣＵによって一定時間毎に実行される。
まず、ステップＳ２０１において、圧力センサ４１で検出された供給水素圧力と、流量セ
ンサ４２で検出された供給空気流量と、温度センサ４３で検出された排出空気の温度を読
み込む。
次に、ステップＳ２０２において、予め用意された図５に示すような温度補正係数テーブ
ルを参照して、排出空気温度に基づき温度補正係数を算出する。これは、後述するように
、排出空気流量は供給空気流量に基づいて算出しており、空気は燃料電池１の発電に伴い
温度上昇し、体積膨張するからである。したがって、この温度補正係数マップでは、排出
空気温度が高いほど温度補正係数が大きくなるように設定されている。
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【００２４】
次に、ステップＳ２０３に進み、排出空気流量を算出する。排出空気流量は、供給空気流
量から発電により消費された酸素量を減算し、その差に前記温度補正係数を乗じることに
よって算出することができる。なお、発電により消費された酸素量は、１アンペア当たり
の酸素消費量に発電電流を乗じることで算出することができる。したがって、排出空気流
量は次式により算出することができる。
排出空気流量＝（供給空気流量－発電電流×１Ａ当たりの酸素消費量）×温度補正係数
【００２５】
次に、ステップＳ２０４に進み、予め用意された図６に示すような水素濃度上昇量マップ
を参照して、制御周期当たりの水素濃度上昇量を算出する。水素濃度上昇量マップは水素
濃度上昇量と水素排出量と排出空気流量の３次元マップであり、水素排出量が同じ場合に
は排出空気流量が大きいほど水素濃度上昇量は小さくなり、排出空気流量が同じ場合には
水素排出量が大きいほど水素濃度上昇量は大きくなる。
【００２６】
なお、水素排出量は、図７に示す水素排出量算出処理を実行することにより算出される。
この水素排出量算出処理では、パージ弁６に対する指令が「開」か否かを判定し（ステッ
プＳ３０１）、「閉」指令であると判定されたときには水素排出量は「０」とし（ステッ
プＳ３０２）、「開」指令であると判定されたときには予め用意された図８に示すような
水素排出量テーブルを参照して、供給水素圧力に基づいて水素排出量を算出する（ステッ
プＳ３０３）。これは、パージ弁６の開度が同じ場合、水素排出量は供給水素圧力に応じ
て決定され、供給水素圧力が高いほど水素排出量が多くなることに基づく。
【００２７】
次に、ステップＳ２０４からステップＳ２０５に進み、予め用意された図９に示すような
時定数テーブルを参照して、ステップＳ２０３で算出した排出空気流量に基づき、水素濃
度低下時定数（以下、時定数と略す）を算出する。この時定数テーブルにおいて、排出空
気流量が大きいほど時定数は小さく設定されている。
【００２８】
次に、ステップＳ２０６に進み、希釈室１２の出口１２ｂにおける水素濃度を算出する。
出口１２ｂの水素濃度は、前回このルーチンを実行した時に算出された出口１２ｂの水素
濃度（以下、出口水素濃度前回値という）に、制御周期の間に時定数で低下したと推定し
たときの水素濃度低下量と、ステップＳ２０４で算出した制御周期当たりの水素濃度上昇
量を加えることにより算出する。なお、制御周期の間に時定数で低下したと推定したとき
の水素濃度低下量は、水素濃度通常値から出口水素濃度前回値を減算し、これに時定数を
乗じることにより算出することができる。したがって、出口１２ｂの水素濃度は、次式に
より算出することができる。
水素濃度＝出口水素濃度前回値＋（水素濃度通常値－出口水素濃度前回値）×時定数＋水
素濃度上昇量
【００２９】
以上のようにして、燃料電池１の運転状態に基づいて、希釈室１２の出口１２ｂの水素濃
度を正確に予測することができる。
そして、正確に予測された出口１２ｂの水素濃度に基づいてパージ制限の制御を行うので
、排気管３６から排出されるガスの水素濃度を前記所定濃度よりも確実に低く制御するこ
とができる。
なお、この実施の形態において、水素濃度予測手段はステップＳ２０１～Ｓ２０６を実行
することにより実現される。
【００３０】
前述した水素濃度予測処理では、排出空気流量算出の基礎となる供給空気流量を流量セン
サ４２で検出しているが、流量センサ４２を設けずに、燃料電池１の要求出力から決定さ
れる供給空気流量指令値に基づいて供給空気流量を算出することも可能である。
また、供給空気流量と排出空気流量との関係を予め実験的に求めてマップにしておき、図
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４に示す水素濃度予測処理ルーチンのステップＳ２０３で排出空気流量を算出する代わり
に、前記マップを参照して排出空気流量を求めるようにしてもよい。
また、図７に示す水素排出量算出ルーチンにおけるステップＳ３０３では、供給水素圧力
に基づいて水素排出量を算出しているが、燃料電池１のアノードの入口に圧力センサ４１
を設ける代わりにアノードの出口に圧力センサを設け、この圧力センサで検出されるアノ
ードの出口における水素圧力に基づいて水素排出量を算出することも可能である。
【００３１】
さらに、前述した実施の形態では、燃料電池１の運転状態に基づいてパージ水素希釈器１
０の希釈室１２の出口１２ｂにおける水素濃度を予測し、この予測水素濃度に応じてパー
ジを制御しているが、図１０に示すように、パージ水素希釈器１０の下流に、すなわち希
釈室１２の出口１２ｂに連結された排気管３６に、水素センサ４５を設け、この水素セン
サ４５の検出値に応じてパージを制御することも可能である。この場合、図２に示す水素
パージ制御ルーチンのステップＳ１０３においては、希釈室１２の出口１２ｂの水素濃度
として予測水素濃度を用いる代わりに、水素センサ４５の検出値を用い、検出値が所定値
以上の場合にはパージ制限処理を実行し、検出値が前記所定値より低い場合には通常パー
ジ処理を実行する。このように水素センサ４５を設けると、パージ水素希釈器１０の下流
の水素濃度を正確に検出することができるので、排気管３６から排出されるガスの水素濃
度を前記所定濃度よりも確実に低く制御することができる。
【００３２】
また、前述した実施の形態では、発電不調のときに燃料電池１からパージを行うようにし
ているが、パージの実行タイミングはこれに限られるものではなく、例えば、発電状態に
かかわらず所定時間毎に定期的にパージする場合もある。そのような場合にも本発明を適
用することができる。
【００３３】
【発明の効果】
　以上説明するように、請求項１に記載した発明によれば、水素センサ

場合に前記水素ガス循環流路からの水素のパージ量を
とにより、希釈ガスの水素濃度を低減させることができるので 釈器から排出される流
体の水素濃度を確実に所定の濃度以下にすることができるという優れた効果が奏される。
　

【００３４】
　請求項２に記載した発明によれば、水素濃度予測手段で予測された水素濃度が

場合に前記水素ガス循環流路からの水素のパージ量を とにより、希釈ガス
の水素濃度を低減させることができるので、希釈器から排出される流体の水素濃度を確実
に所定の濃度以下にすることができるという優れた効果が奏される。
　

　また、水素濃度予測手段で希釈ガスの水素濃度を予測しているので、水素センサが不要
になるという効果もある。
【００３５】
　請求項３に記載した発明によれば、希釈ガスの水素濃度をより正確に予測することがで
きるので、希釈器から排出される流体の水素濃度をより確実に所定の濃度以下にすること
ができるという効果があ
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により検出された
水素濃度が所定値以上の 制限するこ

、希

また、燃料電池の発電量を制限することで、燃料電池への反応ガス（水素および空気）
の供給量を減らすことができるので、反応ガスを加湿している場合にはその加湿量を減ら
すことができ、また、生成水の生成量も減らすことができ、また、窒素のアノード側への
透過量を減らすことができる。その結果、水素パージ量制限中に燃料電池の発電性能が低
下するのを抑制することができるという効果がある。

所定値以
上の 制限するこ

また、燃料電池の発電量を制限することで、燃料電池への反応ガス（水素および空気）
の供給量を減らすことができるので、反応ガスを加湿している場合にはその加湿量を減ら
すことができ、また、生成水の生成量も減らすことができ、また、窒素のアノード側への
透過量を減らすことができる。その結果、水素パージ量制限中に燃料電池の発電性能が低
下するのを抑制することができるという効果がある。

る。



　請求項 に係る発明によれば、燃料電池から排出される空気により水素濃度を低下させ
ることができる。
　請求項 に係る発明によれば、希釈ガス出口から排出されるガスの水素濃度を所定濃度
以下に制御することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明に係る水素パージ制御装置を備えた燃料電池システムの第１の実施の
形態における概略構成図である。
【図２】　前記第１の実施の形態における水素パージ制御を示すフローチャートである。
【図３】　パージ水素希釈器出口における水素濃度の時間的変化を示す図である。
【図４】　前記第１の実施の形態における水素濃度予測処理を示すフローチャートである
。
【図５】　前記第１の実施の形態における温度補正係数テーブルの一例である。
【図６】　前記第１の実施の形態における水素濃度上昇量マップの一例である。
【図７】　前記第１の実施の形態における水素排出量算出処理を示すフローチャートであ
る。
【図８】　前記第１の実施の形態における水素排出量テーブルの一例である。
【図９】　前記第１の実施の形態における時定数テーブルの一例である。
【図１０】　この発明に係る水素パージ制御装置を備えた燃料電池システムの第２の実施
の形態における概略構成図である。
【符号の説明】
１　燃料電池
１０　パージ水素希釈器
１１　滞留室（滞留領域）
１２　希釈室（希釈領域）
１２ｂ　出口
１４　通流部
４５　水素センサ
Ｓ２０１～Ｓ２０６　水素濃度予測手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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